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Ａが失踪宣告を受け，Ａの妻Ｂが生命保険金を受け取るとともに，Ａの土地を相続

した。Ｂは，受け取った生命保険金を費消し，また，相続した土地をＣに売却した。

その後，Ａが生存することが明らかになったため，失踪宣告は取り消された。この場

合の法律関係に関する次のアからオまでの記述のうち，判例の趣旨に照らし正しいも

のの組合せは，後記１から５までのうちどれか。 

ア Ｂが生命保険金を費消した際にＡの生存について善意であったとしても，遊興費

として生命保険金を費消した場合には，Ｂは，保険者に対し，費消した生命保険金

の相当額を返還しなければならない。 

イ Ｂが生命保険金を費消した際にＡの生存について善意であり，かつ，生活費とし

て生命保険金を費消した場合には，Ｂは，保険者に対し，費消した生命保険金の相

当額を返還する必要はない。 

ウ ＢがＣに土地を売却した際にＡの生存について悪意であったときは，Ｃが善意で

あっても，Ａについての失踪宣告の取消しにより，Ｃは，当該土地の所有権を失う。 

エ ＢがＣに土地を売却した際，ＢとＣがともにＡの生存について悪意であった場合

において，ＣがＤに土地を転売したときは，ＤがＡの生存について善意であったと

しても，Ａについての失踪宣告の取消しにより，Ｄは，当該土地の所有権を失う。 

オ ＢがＣに土地を売却した際，ＢとＣがともにＡの生存について善意であった場合

において，ＣがＡの生存について悪意であるＤに土地を転売したときは，Ａについ

ての失踪宣告の取消しにより，Ｄは，当該土地の所有権を失う。 

１ アウ    ２ アオ    ３ イエ    ４ イオ    ５ ウエ 
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（失踪の宣告） 

第３０条 不在者の生死が７年間明らかでないときは、家庭裁判所は、利害関係人の請求によ

り、失踪の宣告をすることができる。 

２ 戦地に臨んだ者、沈没した船舶の中に在った者その他死亡の原因となるべき危難に遭遇し

た者の生死が、それぞれ、戦争が止んだ後、船舶が沈没した後又はその他の危難が去った後

１年間明らかでないときも、前項と同様とする。 

 

（失踪の宣告の効力） 

第３１条 前条第１項の規定により失踪の宣告を受けた者は同項の期間が満了した時に、同条

第２項の規定により失踪の宣告を受けた者はその危難が去った時に、死亡したものとみなす。 

 

（失踪の宣告の取消し） 

第３２条 失踪者が生存すること又は前条に規定する時と異なる時に死亡したことの証明があ

ったときは、家庭裁判所は、本人又は利害関係人の請求により、失踪の宣告を取り消さなけ

ればならない。この場合において、その取消しは、失踪の宣告後その取消し前に善意でした

行為の効力に影響を及ぼさない。 

２ 失踪の宣告によって財産を得た者は、その取消しによって権利を失う。ただし、現に利益

を受けている限度においてのみ、その財産を返還する義務を負う。 

 

（不当利得の返還義務） 

第７０３条 法律上の原因なく他人の財産又は労務によって利益を受け、そのために他人に損

失を及ぼした者（以下この章において「受益者」という。）は、その利益の存する限度におい

て、これを返還する義務を負う。 

 

（悪意の受益者の返還義務等） 

第７０４条 悪意の受益者は、その受けた利益に利息を付して返還しなければならない。この

場合において、なお損害があるときは、その賠償の責任を負う。 


